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日
本
水
工
設
計
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
A
M
）
支
援
ツ
ー
ル
タ
ω
Q
。
①
夢
ド
麟
嶋
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ン
）
」

を
商
標
登
録
し
、
さ
ら
な
る
拡
販
に
取
り
組
む
方
針
を
鯛
ら
か
に
し
た
。
上
下
水
道
洪
業
の
日
常
業
務
の
流
れ
に
沿
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
一
つ
の
デ
～
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
横
・
管
理
す
る
こ
と
で
A
M
計
薗
の
策
定
・
運
用
を
支
援
す
る

岡
製
品
は
、
関
係
者
が
事
藁
経
営
の
針
路
を
議
論
す
る
た
め
の
組
織
横
断
的
な
情
報
共
有
に
威
力
を
発
揮
す
る
。
同
投

が
培
っ
て
き
た
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
総
合
力
を
活
か
し
、
上
下
水
道
事
業
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
た
い
意

陶
だ
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ン
の
展
關
を
軸
に
し
た
黒
黒
の
A
M
支
援
の
取
り
組
み
を
、
技
術
企
画
部
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
課
に
取
材
し
た
。
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報
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さ
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壽

デ
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曇

　
　
ア
セ
ッ
ト
マ
ン
は
、
A
M

　
計
画
策
定
、
運
用
、
見
翻
し

　
な
ど
、
A
M
の
P
D
C
A
サ

　
イ
ク
ル
連
体
を
支
援
す
る
機

　
能
を
持
つ
。
興
体
的
に
は
、

　
施
設
・
機
器
台
帳
デ
ー
タ
を

　
べ
…
ス
に
、
日
常
業
務
の
中

長課
で
改
築
修
繕
、
修
理
更
新
な

鉢
ど
蚕
台
騰
二
一
雨

雪
に
蓄
積
し
、
資
産
構
報
を
常

　
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら

　
管
理
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報

査
は
す
べ
て
ひ
も
付
け
さ
れ
連

醗
轟
轟
嚢
網

毒
　
　
　
辻
濁
、
さ
ら
に
は
維
持
管
理
・

　
、
　
　
　
更
新
計
画
、
財
政
計
画
な

ど
、
A
M
計
画
の
策
定
や
見

直
し
の
基
礎
と
な
る
各
種
シ

ミ
ュ
レ
～
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
日
太
水
工
設
計
の
鈴
木
潭

・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
課
長
は
「
ア
セ
ッ
ト
マ

ン
の
導
入
に
よ
り
、
日
常
業

務
の
中
で
、
A
M
に
無
理
な

く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
。
工
事
台
帳
と
施

設
・
機
器
台
帳
を
連
動
さ
せ

な
が
ら
デ
ー
タ
を
蓄
稜
し
て

い
た
だ
き
、
更
新
需
要
な
ど

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

A
M
計
画
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
常
業

務
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス

を
デ
ー
タ
と
し
て
ア
セ
ッ
ト

マ
ン
に
落
と
し
込
ん
で
、
事
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AMツロセス・A納斑・囲の児斑し 　圏ｨ口’

アセットマンを利用したAMの流れ

データ入力の自動化図る

日常業務で無理なく取り組み

業
体
金
蔓
で
檎
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

維
持
管
理
部
門
、
計
画
部

門
、
税
務
部
門
と
い
っ
た
各

セ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
職
員
か

ら
経
営
物
断
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
管
理
者
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で

慧
志
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

ま
す
」
と
導
入
効
粟
に
圏
信

を
見
せ
る
。

　
た
だ
し
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ン

を
轡
入
し
て
デ
ー
タ
を
入
力

す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
自
動

的
に
A
M
計
画
を
策
定
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
同
課
の

辻
諭
・
総
括
主
査
は
「
あ
く

ま
で
も
ア
セ
ッ
ト
マ
ン
は
ツ

ー
ル
で
あ
り
、
人
間
が
鋼
断

ず
る
た
め
の
材
料
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。
A
M
を
行
う

中
で
、
自
動
化
で
き
る
部
分

を
自
動
化
し
て
作
業
を
楽
に

す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
使
う

か
も
含
め
て
、
上
下
水
道
事

業
体
の
A
M
の
取
り
組
み
を

当
社
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
支
援
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
し
と
説
明
す
る
。

事
業
体
職
員
力
簡
単
轟

　
に
使
え
る
ソ
ー
ル
網
轟

　
作
業
の
省
力
化
と
い
う
観

点
か
ら
見
た
特
長
と
し
て

は
、
工
事
台
帳
を
施
設
・
機

器
台
帳
と
連
動
さ
せ
、
修
繕

の
履
歴
を
機
器
単
位
で
は
な

く
、
工
事
単
位
で
入
力
で
き

る
。　
「
A
M
計
画
を
策
定
し
た

ら
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で

運
起
し
て
、
継
続
的
な
業
務

改
薔
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
　
連
の

作
業
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ

の
集
約
は
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
そ
れ
を
な
る
べ
く
簡
易

な
作
業
で
で
き
る
ツ
ー
ル
に

し
た
つ
も
り
で
す
」
（
鈴
木

課
長
）

　
導
入
裏
例
と
し
て
は
、
福

岡
地
区
水
道
企
業
団
が
澗
製

晶
を
使
っ
て
A
M
に
取
り
組 唾

・
桟
～
藤
壷
＼
遷
　
凱

一
妻
墓
　
蕊
ミ

ん
で
い
る
。
当
初
は
、
大
手

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
欝

i
の
既
存
シ
ス
テ
ム
を
べ
i
繋

ス
に
A
M
シ
ス
テ
ム
を
構
，

築
。
日
本
水
工
平
岡
が
コ
ン
淵

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
す
る
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形
だ
っ
た
。
し
か
し
、
企
業
懸

物
員
に
と
。
て
は
イ
ン
タ
騨

ー
フ
ェ
ー
ス
な
ど
が
分
か
り
鎌

嚢
緊
雅
灘
騰

能
が
＋
分
で
な
い
な
ど
、
順

道
薯
業
に
適
用
す
る
に
は
課
撚

題
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
正

論
輪
舞
物
強

て
、
独
自
に
リ
ビ
ル
ド
し

た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
の
織

が
ア
セ
ッ
ト
マ
ン
だ
。
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
　
「
や
は
り
上
下
水
道
事
業
個

体
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
簡
単
紬

に
使
う
こ
と
が
で
き
て
、
二
鈴

懸
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
愈

ズ
し
ゃ
す
い
こ
と
が
大
事
。
繍

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
門
門
会
社
－

で
は
な
い
の
で
苦
言
も
あ
り
燃

ま
し
た
が
、
分
か
り
や
す
蹴

く
、
使
い
や
す
い
マ
ル
塩

鮎
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
鞭

声
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
欄

さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
欝

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
廓

て
い
ま
す
」
（
辻
総
揺
主
査
）
撫

商
標
登
録
も
婆
せ
、
総

よ
い
よ
本
格
露
な
営
業
展
關

を
開
始
す
る
。
圃
社
は
施
設

台
帳
シ
ス
テ
ム
を
約
2
0
年
前

か
ら
展
開
し
て
お
り
、
市
場
瀟

で
温
い
評
価
を
得
て
い
る

が
、
こ
の
施
設
台
帳
シ
ス
テ
辮

ム
を
導
入
し
て
い
る
上
下
水

道
事
業
体
な
ど
を
ゆ
心
に
、
　
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧

ア
セ
ッ
ト
マ
ン
の
導
入
を
提

案
し
て
い
く
方
針
だ
。
　
　
鐡
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